
0120-24-9431通話料
無　料

詳しい資料をお送りいたします。 まずはお気軽にお電話で！

スマホでも
簡単アクセス西宮市民共済生活協同組合

ホームページもご利用ください 西宮市民共済 検 索

募集
代理店（有）西宮協同サービス

営業時間
（土曜日は17：00まで 日曜日・祝日休業）

〒662-0914 西宮市本町5番33号

9：00～17：30

火 災 保 険

風災、水災、火災、破損等、盗難・水濡れ等

地 震 保 険

地震による倒壊、火災、津波による流失

地震保険は火災保険とセットでのご加入となります。

お見積り無料
詳しくは、「パンフレット」「契約概要」等をご請求のうえご覧ください。

※組合員になって頂くには、100円の出資金が必要です。

（有）西宮協同サービスからのご案内

見直すなら今！！

※詳しくは、商品パンフレットをご覧ください。

入ってますか？

プラス

交 通 共 済 個人賠償責任補償

1,000円年額

自転車のケガも補償　年齢制限なし 相手の方への補償も
追加でご加入になれます。
例：自転車で相手の方にケガを
させてしまった  など

●交通事故にあった ●人にケガをさせた

自転車保険

※別途保険料が必要です

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

火災保険
集団扱で保険料が

割安
西宮市民共済の
組合員さまなら
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高木秋まつりのおみこし巡行
今月の表紙〈北口地域〉
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C o n t e n t s

今月の表紙 120

高
木
秋
ま
つ
り
の
お
み
こ
し
巡
行

 

〜
地
域
住
民
の
笑
顔
を
守
る 

高
木
ま
つ
り
保
存
会
〜

北口
地域

　
高
木
地
区
に
は
、地
域
に
愛
さ
れ
る
年
中
行
事
の
高
木
秋
ま
つ
り
が
あ
り

ま
す
。10
年
以
上
途
絶
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
願
い
、高
木
消
防
団
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る

高
木
ま
つ
り
保
存
会
が
主
催
し
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　
高
木
秋
ま
つ
り
は
、模
擬
店
や
ゲ
ー
ム
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
地
域

の
人
が
来
て
楽
し
め
る
企
画
が
目
白
押
し
で
す
。ま
た
、参
加
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
、そ
の
一
つ
の
お
み
こ
し
巡
行
で
は
、地
域
の
人
か
ら

担
ぎ
手
を
募
集
し
、毎
年
50
〜
60
人
も
の
応
募
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
表
紙
の
写
真
は
、祭
り
の
参
加
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
応
募
さ
れ
た
作
品
で
、姫
路
市
在
住
の
加
藤
誠
司
さ
ん
が
撮
影
し
た「
あ

て
な
い
よ
う
に
」（
題
）で
す
。高
木
八
幡
神
社
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
際
、担
ぎ
手

の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
瞬
間
を
捉
え
て
い
ま
す
。

　
高
木
秋
ま
つ
り
は
、訪
れ
た
人
だ
け
で
は
な
く
参
加
し
た
人
も
楽
し
さ
を

感
じ
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
喜
び
も
教
え
て高木まつり保存会の皆さん

時
を
か
け
る「
西
国
街
道
」。

　
　
　
　
　
い
に
し
え
薫
る
、
ま
ち
の
玄
関
口　
甲
東
地
域

地
域
版
本
誌
中
央
の
ペ
ー
ジ

西
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
は
26
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
編
集
員
が
独
自
に
企
画
・
編
集
し
た
ペ
ー
ジ
で
す
。

※
夙
川
地
域
は
休
載
し
ま
す

感
謝
の
気
持
ち
を
原
動
力
に

　
　
競
歩
界
の
ホ
ー
プ 

世
界
を
目
指
し
て

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
1
年
生　
大
﨑 

壮
真 

さ
ん（
荒
木
町
）

失
業
保
険
申
請
サ
ポ
ー
ト
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

国
税
庁
や
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
装
う
Ｓ
Ｍ
Ｓ
・
メ
ー
ル
詐
欺
に
注
意

西
宮
市
市
民
・
大
学
共
創
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

第
24
回　
谷
崎
潤
一
郎
旧
邸「
倚
松
庵
」を
訪
ね
て　
（
神
戸
市
）
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シ
ョ
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24
読
者
の
た
よ
り
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9・10月号 September-October 2026, No.399

く
れ
ま
す
。
子

ど
も
も
大
人
も

笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
こ
の
祭
り
が
、

地
域
の
集
え
る

場
所
と
し
て

ず
っ
と
続
い
て

い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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や
く
じ
ん
さ
ん
筋

関西学院大学
西宮聖和
キャンパス

神戸女学院
大学

門戸厄神
東光寺

甲東
小学校

仁
川
学
院

門
戸
厄
神
駅

甲
東
園
駅

阪
急
今
津
線

→

至
宝
塚

中
津
浜
線

西
国
街
道

国道
17
1号

山陽新幹線

百
聞
樋
川

樋ノ口
小学校

甲武中学校

段上西
小学校

段上
小学校

報
徳
学
園

武
　
　庫
　
　川

髭の渡し跡

←至
神戸

　甲
東
地
域
を
東
西
に
貫

く「
西
国
街
道
」。武
庫
川

の「
髭
の
渡
し
」は
、江
戸

時
代
か
ら
明
治
42（
1
9

0
9
）年
ま
で
、川
の
両
岸

を
つ
な
ぐ
要
衝
で
し
た
。

↓

至
尼
崎

国道171号

武 庫 川 （ 東 ）

（ 西 ）

（ 北 ）（ 南 ）

　
甲
東
地
域
の
玄
関
口
の
一
つ
と

し
て
、
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を

積
み
重
ね
て
き
た
こ
の
駅
は
、
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
駅
舎

が
改
良
さ
れ
て
便
利
に
な
り
、
地

域
の
人
た
ち
や
学
生
た
ち
の
日
常

に
寄
り
添
い
続
け
て
い
ま
す
。

　
左
の
写
真
は
、
報
徳
学

園
か
ら
南
西
を
望
む
昭
和

30
年
代
の
景
色
で
す
。
遮

る
も
の
の
な
い
広
大
な
田

ん
ぼ
の
中
を
、
西
宮
の
ま

ち
へ
と
1
本
の
道
（
写
真

中
央
）
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
西
国
街
道
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
京
都
（
東

寺
口
）
か
ら
西
宮
ま
で
の

道
の
り
は
、
別
名
「
山
崎

街
道
」
と
呼
ば
れ
、
参
勤

交
代
の
大
名
や
旅
人
の
往

来
、
物
資
の
運
搬
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
9
月
、

西
国
街
道
と
交
差
す
る
よ
う
に
、

阪
神
急
行
電
鉄
（
現
阪
急
電
鉄
）

西
宝
線
（
西
宮
北
口
駅
〜
宝
塚
駅

間
。
現
今
津
線
）
が
開
通
し
、
同

時
に
門
戸
厄
神
駅
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

至
今
津

←

〜
時
を
か
け
る「
西
国
街
道
」。い
に
し
え
薫
る
、ま
ち
の
玄
関
口
〜 

甲
東
地
域

　甲
東
地
域
は
、
西
宮
市
北
東
部
に
位
置
し
、
か
つ
て
京
の
都
と
太
宰
府
を
結
ん
だ
大
動
脈
「
西
国
街
道
」
が
通
り

ま
す
。
東
か
ら
旅
し
て
き
た
人
々
は
、「
髭
の
渡
し
」
を
渡
っ
て
、甲
東
の
地
か
ら
西
宮
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

　現
代
で
は
、
そ
の
役
割
は
並
行
し
て
走
る
国
道
1
7
1
号
や
山
陽
新
幹
線
へ
と
移
り
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
は

住
宅
街
へ
と
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
1
歩
路
地
へ
入
れ
ば
、
今
も
日
常
の
中
に
、
い
に
し
え
の
名
残
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
身
近
な
街
角
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
昔
の
ま
ち
の
姿
を
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

住宅街となった今も、まちの面影に西国街道の歴史が垣間見えます

昭和30年代、報徳学園から望む景色は遠くまで見渡せるパノラマでした

↑駅の南側にあった「門戸踏切」。国道171号の高架化に
　より昭和42年に廃止

←駅の北側にある「門戸道（もんどみち）踏切」。開通当初
　から、西国街道から厄神さんへ向かう参道や生活道路
　として利用されています 武庫川上空から甲山方面を望むかつての甲東地域（昭和42年）

街道沿いの西昆陽村（現・尼崎市）に、髭をはやした老人が営む茶屋
があったことから「髭の渡し」と名付けられたといわれています→

昭
和
41
年
ご
ろ
の
門
戸
厄
神
駅
前
。当
時
は
、

の
ど
か
な
情
緒
が
漂
っ
て
い
ま
し
た

←
現
在
の

　阪
急
門
戸
厄
神
駅

◆
暮
ら
し
に
寄
り
添
う「
西
国
街
道
」

◆◆
報
徳
学
園
か
ら
西
国
街
道
を
望
む

◆
報
徳
学
園
か
ら
西
国
街
道
を
望
む

◆
阪
急
門
戸
厄
神
駅

　西
国
街
道
が
交
わ
る
踏
切

◆
阪
急
門
戸
厄
神
駅

　西
国
街
道
が
交
わ
る
踏
切

　
左
の
写
真
は
、
山
陽
新
幹
線
開
通

前
の
甲
東
地
域
で
す
。
昭
和
42
（
1

9
6
7
）
年
3
月
に
ル
ー
ト
が
決
ま

り
、
建
設
工
事
を
開
始
。
昭
和
47
年

3
月
15
日
に
開
通
し
ま
し
た
。

　
田
園
風
景
が
広
が
る
こ
の
時
代
の

甲
東
地
域
は
、
高
い
建
物
が
な
く
、

西
国
街
道
の
姿
を
は
っ
き
り
と
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
参
考
資
料
】●
写
真
ア
ル
バ
ム『
西
宮
市
の
1
0
0
年
』樹
林
舎
　●
市
制
九
〇
周
年
記
念
写
真
集『
西
宮
と
い
う
街
』西
宮
市
　
　【写
真
】に
し
の
み
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

※
写
真
は
一
部
加
筆
し
て
い
ま
す

　
右
の
写
真
は
、
同
じ

ア
ン
グ
ル
で
撮
影
し
た

現
在
の
甲
東
地
域
の
街

並
み
で
す
。

　
一
面
に
広
が
っ
て
い

た
田
ん
ぼ
は
住
宅
へ
と

姿
を
変
え
、
西
国
街
道

を
望
む
景
色
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
は
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
行
き
交

う
生
活
道
路
と
し
て
日

常
の
暮
ら
し
に
溶
け
込

ん
で
い
ま
す
。

　
い
に
し
え
の
旅
人
が
足
跡
を
刻

ん
だ
西
国
街
道
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
道
標
が
点
在
し
、
歴
史
が
薫
る

こ
の
道
は
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
続
け
、
さ
ら
な
る
未
来
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

西 国 街 道

さ
い
ほ
う

ひ
げ

ＯＰＥＮ！！
『フリースクール』

フリースクール

ことのは
神垣校

フリースクール

ことのは
神垣校

西宮市神垣町10-78

TEL 0798-24-4872

廣田神社
近く

対象：小学生～高校生　長期休みのみのご利用も可能です

＼ＨＰはコチラから／

OPEN 平日 9:00～16:00OPEN 平日 9:00～16:00
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時
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に
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た
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生
た
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の
日
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に
寄
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続
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い
ま
す
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の
写
真
は
、
報
徳
学

園
か
ら
南
西
を
望
む
昭
和

30
年
代
の
景
色
で
す
。
遮

る
も
の
の
な
い
広
大
な
田

ん
ぼ
の
中
を
、
西
宮
の
ま

ち
へ
と
1
本
の
道
（
写
真

中
央
）
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
西
国
街
道
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
京
都
（
東

寺
口
）
か
ら
西
宮
ま
で
の

道
の
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は
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別
名
「
山
崎

街
道
」
と
呼
ば
れ
、
参
勤

交
代
の
大
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や
旅
人
の
往

来
、
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資
の
運
搬
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
9
月
、

西
国
街
道
と
交
差
す
る
よ
う
に
、

阪
神
急
行
電
鉄
（
現
阪
急
電
鉄
）

西
宝
線
（
西
宮
北
口
駅
〜
宝
塚
駅

間
。
現
今
津
線
）
が
開
通
し
、
同

時
に
門
戸
厄
神
駅
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

至
今
津

←

〜
時
を
か
け
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無料法律相談受付
関西学院大学ロースクール

関西学院大学 法科大学院
〒

西宮市高松町 番 号
阪急西宮ガーデンズゲート館
0798-31-0106
kglawschool@kwansei.ac.jp 

現役弁護士であるロースクール教員が、弁護士・検察官・裁判官を
目指す大学院生とともに、家族間・会社・学校・ご近所でのトラブルなど、
多様な法律相談を無料で実施します。（完全予約制）
※授業の一環での実施のため、教育目的に沿わない相談はお断りする場合あり。

◆相談日： 6年 月2日～ 7年 月8日の毎週金曜日（一部除く）
◆時 間： ～
◆申 込： 記二次元コードよりお申込みください。（可否は 月以降にご連絡）
◆会 場： 関西学院西宮北口キャンパス（阪急「西宮北口」駅直結）

またはオンライン（ ）
お申込みはコチラ⇒

土地、借地借家、金銭賃借、
相続、離婚、交通事故、
労働問題、契約書作成 など

相談



ペットの災害対策ペットの災害対策

　近年、日本列島
のあちらこちらで
起こる地震や大雨
に心が落ち着きま
せん。そこで災害
が起こった時、家
族同然のペットの
避難をどうするか
を学ぶ学習会を6
月28日に用海公民館で行いました。
　西宮市動物管理センターから講師を招いて、ペットのた
めの防災として、日頃からの心構えと備えについて学びま
した。平常時からペットのしつけや健康管理をすることや、
迷子対策（マイクロチップの装着など）、ペット用の物資
を備蓄することが重要だと分かりました。
　避難所では周りの避難者に迷惑をかけないことが一番大
切です。避難所は「人が優先である」と教わりました。

用 海♪会場を包み込む優しいハーモニー♪♪会場を包み込む優しいハーモニー♪

　「越水バンド」が6月12日、地域共生館ふれぼの（中前
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ことから越水バンドと名付けられ、安井地域内でも活動し
ています。
　この日はウクレレや
バイオリンを演奏。『青
い山脈』や『四季の歌』
などをみんなで歌い、
カントリー＆ウエスタ
ン調の響きも楽しみま
した。
　1月に仲間の1人が急逝し、バンド存続の危機もありま
したが、キーボードに新しく女性が加わり、再スタートを
切った新生「越水バンド」。今後も、集まった人たちを魅
了する曲を奏でるでしょう。

安 井

山口袖下踊り伝習会山口袖下踊り伝習会

　山口小学校4
年生の総合学習
で、西宮市無形
民俗文化財に指
定されている
「山口袖下踊り」
を学ぶ授業が、
6月10日に実施
されました。昨

年に引き続き、山口町古文化保存会へ協力を要請し、授業
は3・4時限目に体育館で行われました。
　同会会長によるあいさつの後、袖下踊りの歴史について
説明がありました。続いて育成部会から踊りの説明が、音
頭部会から音頭の解説と合いの手の指導があり、全員で練
習をしました。希望者による太鼓のたたき方体験では、ほ
ぼ全員の児童が太鼓をたたくことができました。
　最後に、体育館で袖下踊りを実践。合いの手の練習の効
果もあり、児童たちの大きな声で盛り上がりました。

山 口

避難先となる用海小学校の校庭を見学

前田榮一さん（98歳・城ケ堀町）が飛び入
りで『さざんかの宿』を熱唱

体育館での袖下踊り伝習会
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年間300人余りが訪れる年間300人余りが訪れる
ウヰルキンソン記念館ウヰルキンソン記念館 第3回フードドライブ第3回フードドライブ

余熱で良い香りが…　余熱で良い香りが…　
おやつタイムは楽しかったおやつタイムは楽しかった

　宝生ケ丘くすのき公園の奥にあるウヰルキンソン記念館。
かつて生瀬にあった、白亜の壁に赤い柱が印象的なハーフ
ティンバー様式のウヰルキンソン宝塚工場を模して建てら
れた記念館には、インターネットの情報などをきっかけに、
年間300人余りの人が来館します。関東から足を運ぶ人も
あり、炭酸ブームの中で注目が高まっています。
　2階の展示室にはジオラマ、英国風のビン、バヤリース
ロゴ入りのデニムの制服、ウヰルキンソンファミリーの写
真など興味深い展示品が並びます。また、同館は「生瀬ふ

れあい広場」として地域
住民の憩いの場にもなっ
ています。
　今後もたくさんの人が
来館して、生瀬に伝わる
ウヰルキンソンから始
まった炭酸の歴史を感じ
取ってもらうことを願っ
ています。

　浜脇地区社協のボランティアセンターは、5月29日に浜
脇公民館でフードドライブを行いました。昨年2月に「第
1回フードドライブ」を開催し、今回で3回目の開催とな
りました。
　フードドライ
ブとは、「未開
封であること」
「賞味期限内で
あること」「常
温保存が可能で
あること」「ア
ルコール類は不
可」などの条件を満たす家庭内に余っている食品を回収し、
必要としている人へ寄付する活動のことです。
　食品ロスの削減と食に困っている人への支援という二つ
の目的があり、気軽に誰もが参加できる社会貢献活動です。
　今回は約140点の食品の提供があり、子ども食堂などへ
寄付される予定です。

　西福寺（西福町）で「※てらぼ」が開催された6月14日、「練
り香」作りを体験しました。親子連れの参加で、本堂は法

事の厳かな雰囲気とは
違ってにぎやかでした。
　粉状（ピンク色）の
材料を器に入れて練っ
ていると、「ハンバー
グを作るように」との
アドバイスがあり、子

どもたちは驚きながらも一生懸命に練っていました。練り
上がると、5㎜ぐらいの厚さに麺棒で伸ばし、クッキーの
型抜きでいろいろな形の練り香に仕上げます。香炉の灰を
香炭の熱で温め、その横に練り香を置くとローズの良い香
りが部屋に漂いました。
　楽しみにしていたおやつタイムでは、参加者はお菓子を
食べながら、おしゃべりに花を咲かせていました。

※てらぼ（寺＋Lab）は、寺で遊び、学び、体験をする日です

生 瀬 浜 脇

芦 原スマホ勉強会スマホ勉強会

　「宮っ子今津」コミュニティ編集委員会主催の「スマホ
勉強会」が、7月11日に今津あいあい館で開催され、20
人余りが参加しました。
　講師は、今津公民館地域学習推進員の青山秀輝さん。最
初に二次元コードの説明があり、自分の携帯を使って「宮っ
子今津」のホームページの二次元コードをカメラで読み取
りました。さまざまな機種があり、青山さんは一人一人丁

寧に対応していました。
　また、二次元コード
で情報を盗み取られる
こともあるという注意
やアプリ、SNSなどの
用語説明もあり、参加
者は聞きながら操作を
していました。

　9月12日（土）、11月14日（土）にも勉強会を開催し
ます。ぜひ、参加してください。

今 津

一人一人、教えながら

たくさんの協力をありがとうございました

ピンク色の練り香

当時使われていた炭酸水のおしゃれなビン。
英国から輸入されていたそうです

5
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広告

大好評！

お菓子詰
合せも

承ります
。

HPはコチラ▼

駄菓子各種、たこせん、景品玩具、
スーパーボール、ヨーヨー、当て物など。
イベントの景品や大量発注のご要望など、
お気軽にお問い合わせください。

駄菓子やイベント用品を
　卸価格にて販売しています。
　　ハロウィン商品も多数入荷！

駄菓子やイベント用品を
　卸価格にて販売しています。
　　ハロウィン商品も多数入荷！

駄菓子やイベント用品を
　卸価格にて販売しています。
　　ハロウィン商品も多数入荷！

西宮市津門大塚町6-27-102　グラードサルジオ1階
個人のお客様も、お子様連れも大歓迎！

丸栄商事
まる  えい

電話 0798-22-3637　fax 0798-22-3633

9：00～17：00営業時間 水曜（不定休）・日祝日定 休 日
maruei＠ark.ocn.ne.jp



50回を迎えました　50回を迎えました　
極楽寺の「瓦林寄席」極楽寺の「瓦林寄席」瓦 木

継続は力なり、清掃活動！継続は力なり、清掃活動！平 木

　西宮北口自治会は毎月第4土曜日、地域内にある両度公園
の清掃をしています。春は立派な桜が咲き、花壇にはいつも
花が植えられている公園です。
　開始時間の10時になると親子や夫婦が近所から三々五々
集まってきます。ごみ袋や手袋、ほうき、剪

せん

定
てい

バサミなどを
持って公園内に分かれます。小さい子どもたちが、自分で抜
いた草を親に見せてからごみ袋に入れる姿を何度も見かけま
した。
　終了後は、子どもたちにはおやつが、大人には飲み物が配
られました。「子どもたちや自分たちが日頃使っている公園
だから、少しでも手伝いができたら」と話す参加者。きれい

な公園がずっと維持できるように、たくさんの人が協力して
ほしいですね。

　瓦林町の極楽寺。この本堂で平成17（2005）年の秋に
始まった「瓦林寄席」が、7月22日の開催で第50回を迎
えました。
　この落語会は、阪神・淡路大震災で倒壊した本堂の再建
を機に、住職の螺

かい

澤
ざわ

章弘さんが、父で前住職の供養と人々
が気軽に集まれる場所の提供を模索して、娘の下級生で落
語家となっていた桂吉坊さん（瓦木小学校、深津中学校卒
業）と共に始めたものです。
　今回は7人の落語家が出演。当意即妙な話芸は囃

はや

子
し

方
がた

と
の掛け合いも息ぴったりで、100人を超す満員の観客は大
笑いの連続。ほろりとする人情話もあり、あっという間に
3時間が過ぎました。
　これからも人々を和ませ、楽しませてくれますように。

桂吉坊さんの落語を楽しむ皆さん

小さい子どもたちも一緒にお手伝いします

春風公民館の七夕飾りにみんなの願いを！春風公民館の七夕飾りにみんなの願いを！春 風

　今年も春風公民館に七夕飾りが登場しました。これは、
公民館所属の子育てサロン「ママのひざ」が、コロナ禍明
け頃から毎年、ボランティアで提供しているものです。
　今回は6月22日～ 7月7日まで、春風公民館の玄関を飾
りました。同時に設置されたテーブルには色とりどりの短
冊が用意され、大人、子どもを問わず、誰でも自由に願い
事が書き込めます。

　最初は何も付いていな
かったササが、「次の期

末（テスト）は目指せ500点！」や「じいちゃんが元気に
なりますように」など、思いが込められたカラフルな短冊
で日々、彩られていきます。次第に華やかになっていく七
夕飾りは、公民館を訪れる人々の目を和ませていました。

土・日曜日は、特に子どもたちが集まり
ました

立派な七夕飾りが立派な七夕飾りが
出来上がりました出来上がりました
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消防団夏季訓練　南部の分団も参加消防団夏季訓練　南部の分団も参加 生まれ変わった学級文庫　生まれ変わった学級文庫　
上ケ原小学校上ケ原小学校名 塩 上ケ原

　消防団名塩分団の夏季訓練が、7月12日に行われました。
　訓練は、その内容や手順などの詳細を、事前に団員に知
らせずに行う「ブラインド型」で、塩瀬中央公園の円形劇
場付近から出火との通報連絡で開始されました。 
　この日は昨年に引き続き、瓦木、鳴尾地区の副団長ら南
部の3分団9人、ポンプ車1台も訓練に加わりました。
　朝から猛烈な暑さの中、大谷川調整池と公園入り口の防
火水槽からの2系統での取水。調整池からの揚送水はかな
りの高低差があるため、鳴尾北分団のポンプ車を含め、4
台を連結、中継して送水。火点では消防局北署も加わり5
栓放水での対応となりました。
　団、局を超えた見事な連携プレーに、視察で参加した名
塩自治会町内会役員をはじめ、各種団体長らから称讃の声
が上がりました。

　児童が本と触れ合い、読書を楽しめるようにと教室に設
置されている学級文庫。学年に合わない本や古い情報の本
の大々的な整備が必要でした。そこで、読み聞かせグルー
プ「とんがりぼうし」と図書ボランティア、大手前大学の
池田賢司准教授と学生11人の約40人が力を合わせて、6
月16日に整備作業を行いました。

　限られた時間の中、全学年の本の運び出しと分類、傷ん
だ本など処分する約1千冊にひもをかけて作業が完了。学
年に合った学級文庫になりました。
　大学生は「実際に地域活動に参加して、社会の中で自分
にできることを考える」ことを目的に、昨年度から授業の
一環で上ケ原小学校を訪問。とんがりぼうしによる朝の絵
本の読み聞かせの様子を見学した後に読み聞かせを行った
り、放課後に児童と触れ合う活動を行ったりしています。火点5栓放水（塩瀬中央公園・円形劇場）

大学生と保護者が汗をかきながら整備

今年40年目を迎える「むつみ会」昼食会今年40年目を迎える「むつみ会」昼食会甲 東

　昭和62（1987）年に6自治会が協同し、一人暮らしの高齢者が
みんなと食事をする機会をつくろうと始まった「むつみ会」。段上
西地区社協や自治会からの補助金、地域住民の食材の寄付などのお
かげで、参加費は開始当初のままです。
　献立決めと買い出しは2班で隔月分担し、昼食会当日は全員で調
理します。これまで書きためてきた献立ノートを参考に、季節感の
ある料理からデザートまで全て手作りで、心のこもった食事を提供
します。
　むつみ会が始まってから今までスタッフとして長年関わっている人、今は参加者で来
ている元スタッフなど、みんな毎月の昼食会を楽しみにしています。「楽しく活動して
いるから今まで続けてこられた」とスタッフは話していました。

みんなで協力し合って作ります

品数が多くて栄養満点！
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宝塚本部：宝塚市売布東の町 15-35
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西宮市指定給水装置工事事業者 931 号西宮市全域対応



「生きる力」を育む自然学校苦楽園小学校「生きる力」を育む自然学校苦楽園小学校

西宮北高校に「AI Cafe」がオープン西宮北高校に「AI Cafe」がオープン

みんなで食べるとおいしいね。みんなで食べるとおいしいね。
朝の子ども食堂朝の子ども食堂

夙川の生き物夙川の生き物

　5年生の自然学校
が5月25 ～ 29日ま
で、山東自然の家（朝
来市）で行われまし
た。これは毎年恒例
の行事で、豊かな自
然の中での集団生活
を通して「生きる力」

を育むことを目的としています。
　陶芸体験では真剣な顔で作品作り。自分たちで収穫した
タマネギを使ってカレーを作ったり、アマゴを素手でつか
み、串焼きにして命をいただくなど、普段の学校の授業で
は学べない多くのことを体験しました。キャンプファイア
では、手作りのトーチ棒がうまく燃えてとてもきれいで、
児童らは感動した様子でした。
　スタンツ練習やたくさんのイベントを通して「5分前行
動」ができるなど、目に見えて成長した児童たち。仲間と
共に過ごした素晴らしい5日間となりました。

　兵庫県立西宮北高等
学校・西宮苦楽園高等
学校で、6月7日に地
域の人を対象とした
「AI Cafe」（デジタル
ものづくり教室）が開
催されました。デジタ
ル活用の体験型イベン

トで、3Dプリンターを使って立体作品を作成しました。
　文理探究科の活動方針にある地域活動とデジタルの分
野を取り入れ、小学生から大人まで19人が参加。当日は、
DX部の生徒が参加者をサポートをしました。参加してい
た親子は、子どもの方がスムーズに進み、保護者が子ども
に教えてもらうといったほほ笑ましい様子も見られました。
　DX部部長の冨阪佳乃さんは「緊張しましたが楽しかっ
たです。自分は引退しますが、今後も機会があれば企画し
てほしいです」と語っていました。

　高須小学校コミュニティ・スクール協議会（コミスク）
では年に約9回「あさごはん たかすカフェ」を、高須中学
校コミスクでは月2回「朝ごはん食堂」を開催しています。
　朝7時45分になると、元気に登校してきた子どもたちが
友達と一緒に楽しそうに朝食を味わい、にぎやかな笑顔が
広がります。近年は、家族の形
や保護者の働き方が多様化し、
朝食を一人で食べる子どもも少
なくありません。主催者は、「朝
ごはんを食べると体がぽかぽか
して元気に活動できることを、
子どもたちに感じてほしい」と
話します。
　一緒に朝食を食べる時間は、
おなかを満たすだけでなく、子
どもたちの心も満たします。高須地区社協では、こうした
取り組みを高須地域内の全ての学校へ広げることを目指し
ています。

　夙川地域を流れる夙川は、水の流れに緩急があり、また
岸辺や中州の草地があるため多様な生き物がいます。
　4月以降、モンシロチョウなどチョウが7種、モノサシ
トンボ、アオモンイトトンボ、温暖化で北上してきた南方
系のベニトンボなどトンボが9種、イソヒヨドリ、カワセ
ミなどの鳥が13種、テナガエビなどエビが3種、ヤゴ、モ
クズガニ、メダカ、ヨシノボリ、カワムツ、オイカワ（成
魚、稚魚・幼魚の群れ）、アシナガバチ、ハナバチ、ショ
ウリョウバッタ、オンブバッタなども観察しました。
　例年、お盆を過ぎたころ
からウスバキトンボが群れ
飛ぶ様子が見られ、6月ごろ
に遡

そ

上
じょう

したアユが秋には群
れでしなやかに泳ぎ、コケを
食べる光景を鑑賞できます。
夙川の素晴らしい生き物で
四季を感じてみませんか。

苦楽園

越木岩

鳴 尾

夙 川

ポスター

キャンプファイアも大成功

モノサシトンボ♂

AI Cafeの様子。子どもは興味津々、大人
は真剣！
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不用品

買 取 処 分

株式会社
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください！

0120-39 -5341
サンキュー ゴ　ミ　ヨ　イ 〒662-0934 西宮市西宮浜1丁目15番

Email  info@sukkirin.jp

http://www.sukkirin.jp/

1.スピード対応
※当日からの回収も対応しております。
（但し、お時間によりご要望にお応えでき
ない場合がありますのでご了承ください）

2. 専門スタッフによる査定
※買取対象に限る。
3. 買取できない場合には処分対応
※別途有料でのご案内。

4.お家の中からの運び出し
5. 引越時の費用を圧縮
6. 1点からでも伺います
7.もしものための賠償保険加入
8. 土・日・祝日も対応

携帯・PHS OK

スッキリンのメリット

見 積 無 料 ！！



管外研修で堺市へ管外研修で堺市へ スマートホスピタルを目指してスマートホスピタルを目指して神 原 津 門

ことぶき号で鶴林寺へことぶき号で鶴林寺へ大 社

　大社老人クラブ連合会は、4月21日に春の研修旅行で、1400年の
歴史を誇る鶴林寺に総勢43人で行きました。加古川市にある鶴林寺
は西の法隆寺ともいわれ、貴重な文化財を多く所有しています。
　この日は、2組に分かれて説明を聞きました。国宝本堂や檜

ひ

皮
わだ

葺
ぶき

の
優雅な建築国宝の太子堂、常行堂、講堂、新薬師堂、行者堂を巡り、
三重塔へ。この塔は室町時代の建物で、阪神・淡路大震災で仁王門は
半壊しましたが、三重塔は狂いなく無事だったそうです。
　その後、宝物館を見学。過去に盗難に遭った「あいたたの観音さま」
と呼ばれる聖観音立像や聖徳太子画像、太子堂須弥壇の復元壁画など
も拝観しました。
　今回は、稲美町にある「にじいろふぁ～みん」で買い物したり、おいしい昼食を食べたり、大満足の旅になりました。

　大社地区民生委員・児童委員協議会は5月20日、堺市へ
1日管外研修に行き、神原地域からは11人が参加しました。
　防災体験型学習施設の「堺市総合防災センター」では、
映像による座学で災害時の心構えを学び、その後、震度7
の揺れを体感。また、煙や暗闇の中での避難方法や実際の
炎を用いた消火、心肺蘇生ツールで胸骨圧迫の練習など、
実践的な体験をすることができました。同センターでは子
ども向けのコースもあり、災害についての学習や体験がで
きます。
　午後からは、堺観光ボランティア協会メンバーのガイド
で、世界文化遺産の「仁徳天皇陵古墳」や国指定重要文化
財の「山口家住宅（町家歴史館）」、堺ゆかりの千利休と与
謝野晶子をテーマにした「さかい利晶の杜」を見学し、充
実した研修になりました。

　兵庫県立西宮病院と西宮市立中央病院が統合され、7月
1日に「兵庫県立西宮総合医療センター」が津門大塚町に
開院しました。新しい病院は11階建てで、屋上にはヘリ
ポートも整備されています。病床は552床、診療科は35
科がそろい、220人の常勤医が地域の医療を支えます。
　医療センターでは、AIやICT（情報通信技術）を取り入
れた医療体制を整え、消防局の救急隊（救急車2台）が常
駐するなど、安心して利用できる環境づくりが進められて
います。最新の医療設備も導入され、より質の高い医療の
提供が期待されています。
　野口眞三郎院長は「情報技術を駆使して医療の質向上、
医療従事者の負担軽減、さらには患者さんの利便性向上な
どを実装する『スマートホスピタル』として、地域医療に
貢献したいと思います」と話しています。

医療センターの案内図と1階出入り口。受付は2階にあります

落ち着いて消火活動

晴天に恵まれて満面の笑み
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地域で学ぶ　トライやる・ウィーク地域で学ぶ　トライやる・ウィーク甲子園口

大社中学校　環境ボランティア　「みどりの愛護」功労者感謝状受賞 大社中学校　環境ボランティア　「みどりの愛護」功労者感謝状受賞 ※※甲 陽

　大社中学校では、日頃から環境ボランテイアが玄関ホールなど学
校内外の緑化に努め、鉢植え花などで校内を美しく整えてきました。
　このたび、その功績がたたえられ、「みどりの愛護」功労団体と
して国土交通大臣から表彰されました。長年にわたり、懸命に園芸
活動に励んだボランテイアの皆さんと園芸指導に当たった松之内孝
さんの尽力の賜物です。
　5月24日に行われた「第37回全国『みどりの愛護』のつどい」
には、松之内さんとボランテイア代表の足立恭子さんが出席。秋篠
宮皇嗣同妃両殿下や小池百合子東京都知事が臨席した華々しい式典で、記念植樹も行われました。
　学校内では受賞式の様子や活動風景などが掲示され、喜びを共有しています。
※ 花と緑の愛護に顕著な功績のあった民間団体の功績をたたえ、国土交通大臣から感謝状が授与されます

　上甲子園中学校の
生徒が5月18、19、
21日の3日間、地域
住民と交流を深めな
がらトライやる・
ウィークの活動を行
いました。

　18日は甲子園口市民館で午前中、甲子園口地区社協主
催の西宮いきいき体操で、いつも体操に参加している人た
ちと一緒に体操を体験。その後「認知症サポーター育成講
座」を受講し、姿勢が変わってくると視野がどうなるか、
その時の対応などを学びました。午後からは、甲子園口地
区青愛協主催の「特殊詐欺講座」を受講。だまされる側にも
だます側にもなり得る危険を学んだ有意義な講座でした。
　19日は上甲子園公民館で天寿会主催の西宮いきいき体
操に参加。その後は、18日と同じ講座を受講しました。
　21日は甲子園
口地区社協主催の
「ふれあいお茶会」
に参加。
　この体験が、今
後の彼らの生き方
に役立つことで
しょう。

受賞を喜ぶボランティア一同と松之内さん
（最上列右から2番目）

　広田地区社協の「すくすくひろた」では月1回（8月は
休み）、広田小学校内のスポーツクラブ21クラブハウスで、
子育て支援として0～ 3歳児とその親を対象に、集団と自
由遊びの場を提供しています。

　7月8日はプール遊びで、時折太陽の差す曇り空の下、
クラブハウス前に大小のプールを設置しました。今年は、
下からシャワーが吹き出すプールが登場し、参加した14
人の子どもたちはかわいらしい水着姿で水遊びを満喫して
いました。水鉄砲やおもちゃで遊んだり、水に慣れていな
い子どもや赤ちゃんは足だけつけたりと、それぞれが自分
のペースで水と触れ合い、その様子を見守る親同士も良い
交流の場になりました。

親も子も楽しく水の交流　親も子も楽しく水の交流　
すくすくひろたプール遊びすくすくひろたプール遊び広 田

親子で水遊びを楽しみました

校舎前の階段に
飾られた花々

ゆっくりした動きで体操しました

お互いに役割を決めて体験しました
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各宗仏壇仏具、別注、修理　創業92年 至芦屋
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放課後の居場所づくりに参加しませんか放課後の居場所づくりに参加しませんか 7年ぶりに国際交流が再開7年ぶりに国際交流が再開
西宮浜に広がる世界との学び西宮浜に広がる世界との学び香櫨園 西宮浜

　毎週水曜日の放課後、子どもたちが香櫨
園市民センターに集まってきます。高校生
からシニア世代まで、幅広い年代のボラン
ティアが見守る中、子どもたちは宿題をし
たり、一緒に鬼ごっこやボードゲームなど
で遊んだり、思い思いに過ごします。
　この活動は、令和3年9月に始まった「放課後学習会　
こうろえんΣ（シグマ）」です。香櫨園コミュニティ協議
会が運営し、毎回30人前後の子どもたちと5～ 10人のボ
ランティアが参加してにぎやかに開催しています。
　子どもたちの居場所を継続していくため、随時ボラン
ティアを募集しています。子どもに寄り添う活動に興味の
ある人は、こうろえんΣのホームページから連絡してくだ
さい。毎週水曜日15～ 19時（令和8年度）、都合のいい
日だけの参加で構いません。ボランティア同士の交流も生
まれます。

　西宮市の姉妹都市のアメリカ・スポーケン市にあるワシ
ントン州立大学（スポーケン校）から教育実習生10人と
教授2人が来日し、約3週間の日程で西宮浜義務教育学校
で教育実習を実施しました。
　実習生らは授業や給食、休み時間も子どもたちと過ごし、
学校生活を通して交流を深めました。彼らが日本の学校文
化を学ぶ機会は、子どもたちにとっても異文化に触れる貴
重な経験となりました。
　また、地域の人々や学校関
係者を交え、交流会や親睦会も
開催。こうした出会いが、子ど
もたちの視野を広げ、新しい学
びへの関心につながっています。
西宮浜では、地域と学校が連携
しながら、世界とつながる学び
を育んでいます。

西宮浜義務教育学校で教育実習に参加した教員・実習生たち笑い声が絶えない居場所

放課後学習会
こうろえんΣ

生の外国語に触れ、コミュニ
ケーションを図る子どもたち

北 口

　ボーイスカウト西宮第1団は6月20、21日に、山口町船坂にある
日本ボーイスカウト兵庫連盟が管理・運営する研修・宿泊施設「春
至山荘」で、カブ隊の舎営（屋内キャンプ）を行いました。
　今回のミッションは、水鉄砲とうどん作り。水を押し出す竹は、
太さの異なる2本の竹をスカウトがのこぎりを使って切り出します。
工具を使うみんなの顔は真剣そのもの。完成した水鉄砲で川遊びも
楽しみました。
　うどん作りでは、袋に入れた材料を手でこね、足で踏みます。自
分たちで作ってゆでたうどんは、ツルツルとした食感で格別でした。
　夜は近くの川原で蛍を鑑賞。豊富な自然の中で、心も体もまた一
つ成長することができました。 石でダムを造ったよ

春至山荘で初夏舎営春至山荘で初夏舎営
しゅん し さんそう
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● 平成29年西宮市に曹洞宗寺院を開創いたしました。仏事等のご相談などお気軽にご連絡ください。
● 菩提寺がご遠方で供養されるのが難しい方、ご実家のお寺との繋がりを大事にしながら、
  こちらでご供養の対応をさせて頂きます。

坐 禅 会

0798-71-7787 兵庫県西宮市剣谷町１－５０ 「柏堂町」バス停　下車5分
北山植物園向かい

第2・第4土曜日 17時～
参加無料　どなた様も参加可能です。

福井　大本山永平寺御開山　御直末

観霊山　西明寺
禅　曹洞宗







感
謝
の
気
持
ち
を
原
動
力
に

　競
歩
界
の
ホ
ー
プ 

世
界
を
目
指
し
て

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
1
年
生
　大
﨑 

壮
真 

さ
ん（
荒
木
町
）

100

令和7年度高校総体でのレースの様子（中央が大﨑さん）

なんとバンド活動も！（ベース担当）
カラオケでは、天童よしみさんの
曲も歌いこなします

第105回関東インカレ10000m競歩で4位入賞！（右が大﨑さん）

　
甲
武
中
学
校
で
は
長
距
離
走
の

選
手
だ
っ
た
大
﨑
さ
ん
は
競
歩
で

　
「
競
歩
の
魅
力
は
、
陸
上
競
技

で
唯
一
、
審
判
と
協
力
し
な
け
れ

ば
レ
ー
ス
が
成
り
立
た
な
い
競
技

で
あ
る
こ
と
で
す
」
と
語
る
大
﨑

壮
真
さ
ん
が
競
歩
を
始
め
た
の
は
、

市
立
西
宮
高
校
陸
上
部
に
入
部
し

て
間
も
な
く
の
こ
と
。
足
を
痛
め

て
し
ま
い
、
代
わ
り
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
し
て
顧
問
の
先
生
か
ら
勧

め
ら
れ
た
の
が
競
歩
で
し
た
。

る
敵
で
は
な
く
、
最
後
ま
で
歩
け

る
よ
う
に
ど
こ
が
悪
い
か
を
教
え

て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
的
存
在
」

な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
他
の
競
技
よ
り
も
ス

ピ
ー
ド
が
遅
い
た
め
、
声
援
が
よ

く
聞
こ
え
、
力
を
も
ら
え
る
こ
と

も
競
歩
の
大
き
な
魅
力
だ
と
か
。

　
大
﨑
さ
ん
の
座
右
の
銘
は
「
為

せ
ば
成
る
」。
近
畿
大
会
出
場
に

あ
と
1
歩
届
か
な
か
っ
た
高
校
2

年
生
の
時
か
ら
、「
で
き
た
ら
い

い
な
」
で
は
な
く
、「
実
現
す
る

賞
し
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
の
参
加

標
準
記
録
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
「
今
の
目
標
は
、
大
学
在
学
中

に
国
際
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で

す
。
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
原
動
力
に
、
頑

張
り
た
い
で
す
」
大
﨑
さ
ん
は
陸

上
競
技
か
ら
、
誰
か
の
た
め
に
頑

張
る
と
い
う
人
と
し
て
の
生
き
方

を
学
ん
だ
と
話
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
、
夢
を
追
っ
て
い

る
宮
っ
子
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
ぜ
ひ
、
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
実
現
し
よ
う

と
努
力
す
る
過
程
の
中
で
、
人
は

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
必

要
な
の
が
、
感
謝
す
る
気
持
ち
と

素
直
さ
で
す
。
未
来
を
切
り
開
く

鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　
強
い
意
志
と
感
謝
の
心
で
、
目

標
を
達
成
し
て
き
た
大
﨑
さ
ん
。

さ
ら
な
る
活
躍
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

頭
角
を
現
し
、

高
校
3
年
生
の

夏
に
は
、
全
国

高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
５
０

０
０
ｍ
競
歩
で

5
位
入
賞
と
い

う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

競
歩
で
は
、

各
審
判
が
選
手

の
フ
ォ
ー
ム

「
歩
型
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
崩
れ

が
見
ら
れ
た
ら
黄
色
い
カ
ー
ド
で

注
意
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
歩
型
の

崩
れ
が
直
ら
な
い
場
合
に
は
警
告

が
出
て
、
警
告
が
累
積
す
る
と
失

格
に
な
り
ま
す
。
大
﨑
さ
ん
に
よ

る
と
「
審
判
は
選
手
を
失
格
に
す

た
め
に
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
。

ど
ん
な
高
い
目

標
で
も
為
せ
ば

成
る
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

こ
の
強
い
信
念

は
、
大
学
受
験

で
も
発
揮
。
受

験
4
日
前
に
駅

伝
の
近
畿
大
会

に
出
場
す
る
と
い
う
厳
し
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
乗
り
越
え
て
見
事
、

志
望
校
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
大
学
入
学
後
の
今
年
5
月
、
関

東
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会
（
関
東
イ
ン
カ
レ
）
に
出
場
。

１
０
０
０
０
ｍ
競
歩
で
4
位
に
入
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10月7日水
2026年

10：00～12：00
13：00～15：00

西宮市民会館　〒662-0918  西宮市六湛寺町10番11号西宮市民会館　中会議室502　　　　　　　　　  阪神西宮駅「市役所口」改札北へ徒歩1分　JR西宮駅から西徒歩約10分

15名 15名

開催時間

①将来に必要な準備を考えるきっかけに
　これから先の暮らしに必要となる教育・住宅・老後資金について
考え、今の家計や将来への備えを見直すための基本的な考え方を
学ぶことができます。

②暮らしに役立つお金の基本を身につける
　公的な制度やお金の仕組みを社会の変化とともに理解し、日々の
生活や将来設計に役立つ知識を学ぶことができます。

③将来に向けた選択肢を知る
　NISAやiDeCoなど、これからの時代に注目される制度について理解
し、ご自身やご家族に合った備え方や活用のポイントを知ることが
できます。

①将来に必要な準備を考えるきっかけに
　これから先の暮らしに必要となる教育・住宅・老後資金について
考え、今の家計や将来への備えを見直すための基本的な考え方を
学ぶことができます。

②暮らしに役立つお金の基本を身につける
　公的な制度やお金の仕組みを社会の変化とともに理解し、日々の
生活や将来設計に役立つ知識を学ぶことができます。

③将来に向けた選択肢を知る
　NISAやiDeCoなど、これからの時代に注目される制度について理解
し、ご自身やご家族に合った備え方や活用のポイントを知ることが
できます。

　物価上昇や社会環境の変化など、私たちの暮らしを取り巻く状況が大きく変わる中で、今後必要となる
家計管理の考え方や、将来に向けて大切な準備について分かりやすく解説します。
　物価上昇や社会環境の変化など、私たちの暮らしを取り巻く状況が大きく変わる中で、今後必要となる
家計管理の考え方や、将来に向けて大切な準備について分かりやすく解説します。

参加費
無　料

問合せ先
ガーデンセミナー事務局　MAIL：seminar8@hokengarden.com　TEL：050-5491-7261

主催：株式会社Global8　〒600-8491　京都市下京区室町綾小路上る鶏鉾町480番地オフィスワン四条烏丸709

②無料の個別相談

①ケーニヒス クローネ
　ミニパイクッキー 10本入

もっと話を聞きたいという方には講師が別途
個別でご相談の対応をしてくれます。無料で
何度でも相談可能。

「貯める」から「育てる」へ
知識ゼロからの未来型ステップアップ講座

定　　員

10月18日日
2026年

10：00～12：00
13：00～15：00開催時間

定　　員

 開 催 日 時

開催場所
【両日共通】

兵庫県出身、経歴はとてもユニークなので講座でお
会いした際にご紹介をさせて頂きます。「お客様に
寄り添う」をモットーにお一人お一人に合わせた丁
寧なライフプランニングが好評。年間 300 世帯以
上のご相談を受けています。
保有資格：TLC、COT

森田　康介

クリイト株式会社
ファイナンシャルプランナー
モリ タ コウスケ

講

　師

参　加　特　典

2回開催 2回開催

※写真はイメージです

詳細やお申し込みは
こちらから



西宮市消費生活センター
〒663－8035  西宮市北口町1-1  アクタ西宮西館3階

相談専用　TEL0798－64－0999
本欄についてのお問い合わせ、ご意見は
TEL0798－69－3156　FAX0798－69－3162
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参加
無料消費生活講座

9月   サイバー犯罪から身を守ろう
～警察官に聞く事例と対策～
9月9日（水）14時から
講師：兵庫県警察サイバー情報発信室
会場：西宮市消費生活センター第1学習室
申込受付期間：9月４日(金)まで

10月   これからを安心して
暮らすための人生整理講座
～モノとデジタルの終活～
10月6日（火）13時30分から
講師：池原 アニー 充子 氏　
　　　西宮市消費生活関連講座登録講師
会場：山口公民館　第２集会室
申込受付期間：１０月２日(金)まで

定員：各40人（先着順）
申込方法：電話、二次元コード、
　　　　　ホームページから

0798-69-3157西宮 知って

8時45分～17時30分（電話申し込みは日、祝休日を除く）

失
業
保
険
申
請
サ
ポ
ー
ト
の

　
　
　
　 

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

◆
急
増
す
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル

　
「
失
業
保
険
申
請
サ
ポ
ー
ト
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。「
失
業
保
険
の
給
付
額
や

受
給
期
間
を
増
や
せ
る
」
な
ど
と

う
た
う
申
請
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

失
業
保
険
は
、仕
事
を
失
っ
た

人
が
生
活
を
維
持
し
な
が
ら
再
就

職
を
目
指
す
た
め
の
公
的
制
度
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
申
請
し
、条
件
を

満
た
し
た
場
合
に
受
給
で
き
ま
す
。

◆
増
額
の
仕
組
み
を
誤
解
し
な
い

　

給
付
額
や
受
給
期
間
は
、退
職

理
由
や
勤
務
年
数
な
ど
に
よ
っ
て

決
ま
る
た
め
、民
間
事
業
者
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
た
か
ら
と
いっ
て
必

ず
増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

制
度
上
の
条
件
が
正
し
く
確

認
・
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場

合
に
、
本
来
受
け
ら
れ
る
は
ず

だ
っ
た
給
付
内
容
に
修
正
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
ト

に
よ
っ
て
特
別
に
増
額
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
を
十

分
に
知
ら
な
い
ま
ま
契
約
す
る
と
、

思
わ
ぬ
費
用
負
担
に
つ
な
が
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

◆
契
約
前
の
確
認
が
大
切

　
契
約
後
に「
や
は
り
不
要
に
な
っ

た
」と
解
約
を
申
し
出
て
も
、事
業

者
が
応
じ
な
か
っ
た
り
、高
額
な
違

約
金
を
請
求
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。契
約
前
に
、サ
ー
ビ

ス
内
容
や
解
約
条
件
、費
用
の
総

額
を
よ
く
確
認
し
、口
頭
だ
け
で

な
く
書
面
で
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
虚
偽
申
請
に
は
応
じ
な
い

　
実
際
と
は
異
な
る
内
容
で
の
申

請
を
勧
め
る
悪
質
な
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
虚
偽
の
内
容
で
失
業
保

険
を
受
給
す
る
と
不
正
受
給
と
な

り
、
返
還
や
追
加
納
付
を
求
め
ら

れ
る
他
、
刑
事
罰
の
対
象
と
な
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
「
知
ら
な
か
っ
た
」「
業
者
に
言

わ
れ
た
と
お
り
に
し
た
」
で
は
済

ま
さ
れ
ず
、
本
人
に
責
任
が
生
じ

ま
す
。
健
康
状
態
や
退
職
理
由
な

ど
に
つ
い
て
、
事
実
と
異
な
る
申

告
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
迷
っ
た
ら
相
談
を

　
手
続
き
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、

ま
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
契
約
や
広
告
に
不
審
な

点
が
あ
る
場
合
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
判
断
せ
ず
、
周
囲
に
相
談

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

浜屋は関西最大級の総合やすらぎ企業です浜屋は関西最大級の総合やすらぎ企業です
●電車をご利用の方／
阪急門戸厄神下車
線路沿に南へ

●お車をご利用の方／
東方面からは阪急の
高架の側道を通って
Uターンしてください。

ホームページ姫路本社直通 受付時間/
午前10時→午後６時30分お問合せ、お仏壇・お墓のご相談はフリーコール
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●「
未
納
」「
差
し
押
さ
え
」な
ど
の　

　
言
葉
で
不
安
を
あ
お
る
手
口

　
国
税
庁
や
ｅ
–
Ｔ
ａ
ｘ
を
装
い
、

「
税
金
の
未
払
い
が
あ
る
」「
期
限

ま
で
に
納
付
し
な
い
と
差
し
押
さ

え
に
な
る
」「
24
時
間
以
内
に
支

払
い
が
必
要
」
な
ど
と
不
安
を
あ

お
り
、
偽
サ
イ
ト
へ
誘
導
し
て
金

銭
や
個
人
情
報
を
だ
ま
し
取
る
手

口
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
開
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
暗
証
番
号
、
認
証
コ
ー
ド
な

ど
の
個
人
情
報
を
入
力
し
て
し

ま
っ
た
事
例
や
、
コ
ー
ド
決
済
で

支
払
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

● 

Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で
納
付
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
税
庁
・
国
税
局
・
税
務
署
が
、

Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で
差
し
押
さ
え
の

連
絡
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
税
者
の
同
意
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
メ
ー
ル
で
税
金
の
納

付
を
求
め
る
こ
と
は
な
く
、
Ｓ
Ｍ

Ｓ
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
記
載
し
た
案
内
を

送
る
こ
と
も
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ｅ
–
Ｔ
ａ
ｘ
か
ら
メ
ー
ル
が
届

く
場
合
で
も
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
格
納

の
お
知
ら
せ
な
ど
で
あ
り
、
メ
ー

ル
で
直
接
税
金
の
納
付
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
開
か
ず
、
個
人
情
報

を
入
力
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
「
至
急
」「
本
日
中
」「
〇
〇
時

間
以
内
」「
支
払
わ
な
け
れ
ば
差

し
押
さ
え
」
な
ど
急
が
せ
る
内
容

は
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。
心
当

た
り
が
あ
る
場
合
で
も
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ

や
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
開
か
ず
、

個
人
情
報
の
入
力
も
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
実
在
す
る
機
関
名
や
ロ
ゴ
が
使

わ
れ
て
い
て
も
、
精
巧
な
偽
サ
イ

ト
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
確
認
が

必
要
な
と
き
は
、
届
い
た
リ
ン
ク

か
ら
ア
ク
セ
ス
せ
ず
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
自
分
で
検
索
す
る
か
、

税
務
署
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
る
な

ど
正
規
の
方
法
で
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

● 「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
、 

  

家
族
で
情
報
共
有
を

　

こ
う
し
た
不
審
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や

メ
ー
ル
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
に

で
も
届
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
確

定
申
告
や
納
税
の
時
期
に
心
当
た

り
が
あ
る
人
ほ
ど
、「
も
し
か
し

て
本
物
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い

込
み
、
慌
て
て
対
応
し
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
画
面

が
小
さ
く
、
送
信
元
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の

不
自
然
さ
に
気
づ
き
に
く
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
家
族
や

身
近
な
人
と
「
税
金
の
納
付
を
求

め
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
が
来
て
も
、

す
ぐ
に
開
か
な
い
、支
払
わ
な
い
」

と
話
し
合
っ
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

高
齢
の
家
族
が
い
る
場
合
は
、

不
審
な
連
絡
が
来
て
も
一
人
で
判

断
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
に
相
談
す

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
声
を
か
け
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

● 

入
力
・
支
払
い
を
し
て
し
ま
っ

た
と
き
の
対
応

　
万
一
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情

報
や
個
人
情
報
を
入
力
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
金
融
機
関

へ
連
絡
し
、
利
用
停
止
や
取
引
状

況
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
た

場
合
は
、
使
い
回
し
て
い
る
他
の

サ
ー
ビ
ス
も
含
め
、
速
や
か
に
変

更
し
ま
し
ょ
う
。

　
コ
ー
ド
決
済
な
ど
で
支
払
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
も
、
決
済
事
業
者

に
連
絡
し
て
状
況
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

早
め
の
対
応
が
重
要
で
す
。

●
困
っ
た
と
き
は
早
め
に
相
談
を

　
不
審
に
思
っ
た
と
き
や
判
断
に

迷
っ
た
と
き
、
す
で
に
情
報
を
入

力
・
支
払
い
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
怪
し
い
Ｓ
Ｍ
Ｓ
・
メ
ー
ル
へ
の

対
応
は
「
開
か
な
い
」「
入
力
し

な
い
」「
支
払
わ
な
い
」
が
基
本

で
す
。
落
ち
着
い
て
確
認
し
、
詐

欺
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

国
税
庁
やｅ‐Ｔａｘ
を
装
う

　
　
　

   

Ｓ
Ｍ
Ｓ
・
メ
ー
ル
詐
欺
に
注
意

広告



相
談
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、「
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、

ど
う
や
っ
て
始
め
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
人
に
向
け
た
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
地
域
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

相
談
が
で
き
ま
す
か
？

団
体
の
運
営
や
広
報
、
他
団

体
と
の
連
携
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

電
話
や
窓
口
の
他
、
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
相
談
フ
ォ
ー
ム
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

西
宮
市
市
民
・
大
学
共
創
プ

ラ
ザ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
で

す
か
？地

域
活
動
に
参
加
し
た
い
人

や
す
で
に
地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
多
様
な
主

体
が
協
力
し
合
う
「
共
創
」
を
目

指
す
拠
点
で
す
。

プ
ラ
ザ
が
目
指
す
「
共
創
」

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
す
か
？

市
民
、
大
学
・
大
学
生
、
地

域
活
動
団
体
、
公
益
活
動
団
体
、

民
間
企
業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
共
に
考
え
、
共
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地

域
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
魅
力
あ

る
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
始
め
方
が
分
か
ら
な
い
場

合
で
も
相
談
で
き
ま
す
か
？

も
ち
ろ
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら

地
域
活
動
に
関
わ
り
た
い
人
へ
の

「活動に参加したい人」と「地域活動を行っている団体」
プラザが、その出会いをお手伝いします。

活動に参加したい人 地域活動を行っている団体

これから活動を始めたい個人・グループ・学生・企業など
役に立ちたい・自分に合う活動を見つけたい人に

ボランティアや地域活動の「はじめの一歩」をお手伝
いします！

•やりたい活動が見つかる
•プラザを通して顔合わせがあ
るから安心
•研修や講座で学べる
•交流会で仲間と出会える

自治会・地区社協・PTA・NPO法人 など
活動を知ってほしい・運営の悩みを聞いてほしい団体に
地域活動を支援するために、地域活動団体などの運営
のサポートを行っています！
•地域活動やNPOの設立・運営サポート
•共創プラザホームページなどでの広報協力
•他の団体とつながれる交流会・イベントの開催
•活動に関する研修会の開催
•会議室・ホールの貸し出し

ボランティア活動者の募集情報を

まとめて紹介しています。

趣味を生かして参加できる場など、

あなたにぴったりの活動がきっと見つかり

ます。新しい挑戦を探している人は、ぜひ活用

してください。

市、自治会、大学等が主催する、

イベントや講座情報をまとめて

紹介しています。新しい学びや

地域での交流の場を探している人は、

ぜひ活用してください。

西宮市 
　市民・大学共創プラザ
〒663-8035
西宮市北口町 1-2
ACTA西宮東館 6階

電話番号：0798-69-3163
詳しくは、プラザ
ホームページを
ご覧ください

市民・大学共創プラザ
（市民企画課）に聞きました
【問い合わせ0798‒69‒3163】

西宮市市民・大学共創プラザに
ついて

教えてください
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毎日 朝9時から随時
受け付けております。

おめでとう 七五三  ありがとう えびすさま

七五三
©いぬづか写真室

えびす 宮 総 本社

西宮神社 阪神西宮駅下車すぐ
無料駐車場もあります

お問い合わせ
0798-33-0321

西宮神社 公式サイト 検索

西宮まつり
本年は９月２３日にえびすさまをお乗せした

おみこしが用海地区を陸渡御した後、御座

船を中心に船団を組み、新西宮ヨットハー

バーから西宮の海を海上渡御します。途中、

御前浜沖にて海上安全を祈願する「かざま

つり」を斎行します。また産宮参り船が神

戸・和田岬のえびすさまに縁のある和田神

社・三石神社そして兵庫駅前の柳原蛭子

神社に参拝致します。

令和8年

■海上渡御（本年は新西宮ヨットハーバーから御前浜沖へ海上渡御）■陸渡御（本年は用海筋・浜戎公園前～東三公園を陸渡御）

氏子青年会（若戎会）により曳かれるだんじりが３日間を通して西宮市内を巡行します。だんじり巡行  西宮市内

※各種催しは天候の事情により中止の場合も
　ございます。
URL:https://nishinomiya-ebisu.com

お問い合わせ先

西宮まつり協議会・西宮神社
TEL 0798-33-0321

西宮神社 公式サイト 検索

二次元コード

宵  宮  祭9月21日（月・祝）午後5時
●午後5時　　　　　  おたのしみ抽選券配布開始（西宮神社授与所）
●午後6時　　　　　  奉納演芸会・おたのしみ抽選会（西宮神社拝殿前西広場）

●午前10時 発輿祭 （西宮神社本殿）
●午前11時30分頃 陸渡御 （西宮神社・浜戎公園前～東三公園）
●午前11時50分頃 御旅所祭 （東三公園）
●午後2時20分頃 海上渡御 （新西宮ヨットハーバー発）
●午後2時50分頃 かざまつり （御前浜沖）
●午後5時20分頃 還御祭 （西宮神社本殿）

渡  御  祭9月23日（水・祝） 

9月22日（火・休） 
●午後3時　　　　　  稚児行列（西宮中央商店街）
●午後5時30分　　　子ども樽みこし（西宮中央商店街）

例 　 　祭午前10時

三角公園
（津門中央公園）

三角公園
（津門中央公園）

東一公園東一公園

浜戎公園浜戎公園

東三公園東三公園

臨港線臨港線

西宮埠頭広場西宮埠頭広場

酒蔵通り酒蔵通り

用
海
筋

用
海
筋

札
場
筋
線

札
場
筋
線

※天候等により、変更・中止の場合がございます。
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関西ペイントがサポートする施工店をご紹介しています。 リフォームサミット

ホームページはこちら大切な住まいの塗り替えに
より良い「製品」と「技術」と
「サービス」をお届けします。



第24回
谷
崎
潤一郎
旧
邸

   「
倚
松
庵
」を
訪
ね
て

　
安
井
地
域
に
は
作
家
・
谷
崎
潤

一
郎
の
小
説
『
細さ
さ
め
ゆ
き雪』
に
登
場
す

る
「
一
本
松
」
と
「
マ
ン
ボ
ウ
ト

ン
ネ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
作
品
の

世
界
に
さ
ら
に
触
れ
て
み
よ
う
と
、

神
戸
市
東
灘
区
に
あ
る
『
細
雪
』

ゆ
か
り
の
「
倚い
し
ょ
う
あ
ん

松
庵
」
を
訪
ね
ま

し
た
。

谷
崎
が
過
ご
し
た
倚
松
庵

　
倚
松
庵
は
、
昭
和
４
（
１
９
２

９
）
年
に
建
て
ら
れ
た
和
風
木
造

建
築
で
す
。
神
戸
新
交
通
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
線
（
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
）

の
建
設
に
伴
い
、
平
成
２
（
１
９

９
０
）
年
に
魚
崎
駅
付
近
か
ら
現

参
照
：
倚
松
庵
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

神
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

風情のある倚松庵表門

現在は応接間にテレビが置かれていて、倚松庵の説明を聞く
ことができます

↑広々とした東の部屋（２階）

当時を思わせるような調度品→
谷崎が実際に使用していた食堂の
テーブル

庭が見渡せる趣のある欄干（ベランダ）

家の裏にある井戸

庭から見た倚松庵の全景。１階中央が応接間のガラス戸

谷崎潤一郎旧邸「倚松庵」
住　所：神戸市東灘区住吉東町１丁目６番50号
電　話：０７８-８４２-０７３０
開館日：土・日曜日、祝日／10時～ 16時
　　　　（ただし12月29日～１月３日は休館）
入館料：無料
アクセス：ＪＲ住吉駅から南東へ徒歩約12分
　　　　  阪神魚崎駅から北へ徒歩約６分

在
の
場
所
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
の
関

東
大
震
災
以
降
、
関
西
に
移
住
し
、

阪
神
間
に
在
住
中
に
21
回
も
転
居

し
た
と
い
う
谷
崎
。
そ
の
12
番
目

の
家
が
倚
松
庵
で
、
昭
和
11
〜
18

年
ま
で
住
み
、こ
こ
を
舞
台
に
、松

子
夫
人
や
そ
の
妹
た
ち
を
モ
デ
ル

に
し
た
小
説
『
細
雪
』
を
執
筆
し

ま
し
た
。

昭
和
の
面
影
が
残
る
旧
居

　
倚
松
庵
に
入
る
と
長
い
廊
下
が

あ
り
、左
側
に
食
堂
や
応
接
間
、和

室
、
右
側
に
台
所
や
風
呂
場
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
食
堂
と
応
接
間
は

ふ
た
間
続
き
で
、
応
接
間
に
は
マ

ン
ト
ル
ピ
ー
ス
（
暖
炉
）
や
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
付
い
た
扉
、
当
時

の
も
の
を
復
元
し
た
照
明
が
あ
り
、

モ
ダ
ン
な
印
象
で
す
。
中
央
の
ガ

ラ
ス
戸
か
ら
は
手
入
れ
さ
れ
た
庭

が
見
え
、
テ
ラ
ス
へ
出
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
『
細
雪
』
に
は
、家
族
の
団
ら
ん

や
来
客
の
応
対
を
す
る
場
と
し
て

応
接
間
と
食
堂
が
登
場
し
ま
す
。

現
在
、
応
接
間
の
一
角
に
は
、
谷

崎
の
著
書
や
参
考
文
献
な
ど
が
並

ぶ
「
谷
崎
文
庫
」
と
呼
ば
れ
る
本

棚
が
あ
り
、
自
由
に
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
壁
に
は
谷
崎
家
の
系

図
や
家
族
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
２
階
に
は
東
、
中
、
西
の
和
室

が
３
部
屋
。
ど
の
部
屋
も
南
向
き

で
明
る
く
、
窓
か
ら
は
庭
を
見
渡

せ
ま
す
。
ま
た
、
中
の
部
屋
に
は

倚
松
庵
の
入
居
か
ら
退
去
ま
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
谷
崎
直
筆
の
手
紙

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
谷
崎
が
過
ご

し
て
い
た
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま

し
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
を

受
け
な
か
っ
た
倚
松
庵
。
中
に
入

る
と
、『
細
雪
』
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　
現
在
は
、
月
に
１
回
の
説
明
会

（
要
予
約
）
や
納
涼
夕
涼
み
、秋
の

講
演
会
な
ど
の
催
し
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。山手幹線

鳴尾御影
線

西
獺
川
線

弓
場
筋

東
御
影
線

住
吉
幹
線

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
線御影駅

御影駅

魚崎駅
住吉駅

JR神戸線

阪神本線

阪急神戸線阪急神戸線

倚松庵
（谷崎潤一郎旧邸）

倚松庵
（谷崎潤一郎旧邸）
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山口町郷土資料館
この郷土資料館は、美しい自然と
風土を持つ山口町の文化を後
世に伝えるために、財団法人山
口町徳風会の30周年記念事業
として建てられました。第1展示
室山口の歩みでは、中世以前か
ら現在までの山口町に関する数
多くの資料を見やすく保存展示
しています。第2展示室 技と匠
は、山口町の代表的な産業で
あった寒天・竹かご・和紙の技法
などを紹介し、山口町の歴史や
風土がよくわかる施設になってい
ます。
また、山口地区の7基のだんじり
についても紹介しており、一年交
替で7基のうちのどれかを展示
し、だんじりを間近に見ることがで
きます。

〒651-1421 兵庫県西宮市山口町上山口2-11-27
　　　　　 　　　　　　　（山口町徳風会館内）
TEL 078-904-3451   FAX 078-904-2265

利用のご案内

交通のご案内

■入 館 料　無料
■開館時間　午前10時～午後4時
　　　　　　（ただし、入館は午後3時30分まで）
■休 館 日　土・日曜日、国民の祝・休日、年末年始
　　　　　　（12月29日～1月3日）

このほか臨時に休館することがあります。
詳しくは、電話でお問い合わせください。

■さくらやまなみバス　　　 阪急夙川から約50分
■阪急バス　　　　　　　　 西宮名塩から約15分

●丸山下、下車徒歩4分
●山口センター前、下車徒歩7分

第1展示室　山口の歩み
人の住みはじめた六世紀末から現在まで、
山口町がどのような時代の流れを刻んでき
たかをわかりやすくご覧いただけます。

第5展示室　昔の民具
山口町に昔から伝わる暮らしの道具を展示し、学べ
て、触れて、体験できますが、体験コーナーは予約
が必要です。

第3展示室　祭り
吹き抜けの空間に高さ約4mのだんじりを展示。
勇壮な山口町の秋祭りのようすがお楽しみいた
だけます。

第4展示室　徳風会の生いたち
財団法人山口町徳風会の沿革をお伝
えしています。

第2展示室　技と匠
山口町の代表的な特産物である「和紙」
「竹かご」「寒天」について、その技と匠
の素晴らしさをご紹介しています。

パノラマホール
四季折々の美しい山口町の自然をはじめ、
時の流れにおける変化、歴史に残る名所・
旧跡などをご覧いただけます。
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谷崎潤一郎旧邸「倚松庵」
住　所：神戸市東灘区住吉東町１丁目６番50号
電　話：０７８-８４２-０７３０
開館日：土・日曜日、祝日／10時～ 16時
　　　　（ただし12月29日～１月３日は休館）
入館料：無料
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市外局番を明記していないものは（0798）。詳細は各問い合わせ先に問い合わせてください

＝会場 ＝申し込み ＝問い合わせ

23 22

たのしむ （催し）
●京都国立博物館　特別展「源氏物語　
王朝のかがやき」　

前期：10月６日
（火）～ 11月１
日（日）後 期：
11月３日（火・
祝）～ 11月29
日（日）９時 ～
17 時 30 分 ※
金曜日は20時
まで。入館は各
閉館の30分前
まで。月曜日休
館 ※ た だし祝
日の場合は開
館し、翌火曜日

休館。一般2000円、大学生1000円、
高校生500円※当日は各200円増。
中学生以下無料、障害者手帳等をご提
示の方とその介護者1名は無料（要証
明）。■場＆■問同館（☎075-525-2473　
テレホンサービス）
●神戸市立博物館　「トーベとムーミン

展～とってお
き の も の を
探 し に ～」　

10 月 10 日
（土）～ 12月
13日（日）９
時 30 分 ～
17 時 30 分
※ 金・ 土 曜
日は20時ま
で。入場は閉

館の30分前まで。月曜日※ただし、月
曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日
休館。一般2000円※当日は200円
増、大学生1000円※当日は100円

高校生以下無料。全席自由。■問 MUSIC 
BEANSハーモニーラボ（☎98-2785）
●関西ポップスオーケストラ・コンサー
ト　９月26日（土）14時～■場鳴尾公民
館。無 料。■問 同 団（☎ 080-5368-
9531　岡崎）
●第54回西宮市芸術祭 Classic コン
サート in プレラ　10月３日（土）14
時から■場 西宮市プレラホール。一般
1000円。全席自由。未就学児の入場
不可。■問西宮市文化振興財団（☎33-
3146　火曜日を除く９時～ 17時30
分）
●西宮日本画協会　秋の小品展　10
月3日（土）～ 11日（日）※５日を除く、
11時～ 18時※最終日は16時まで■場
ギャラリーねうねう。無料。■問同会（☎
63-7028　遠藤）
●第69回西宮混声合唱団定期演奏会　
10月４日（日）14時～■場アミティ・ベ
イコムホール。1000円。全席自由。■問
同団（☎0797-32-5396　松本）
●全日本あすなろ腹話術協会　腹話術
発表会　10月４日（日）13時30分～
■場西宮市フレンテホール。無料。■問同会

（☎090-4156-4076　阪本）
●スペシャル・コンサート～音楽と絵
本のおくりもの～　10月17日（土）
14時～。大人1500円、子ども（３～
17歳以下）500円。３歳未満の乳幼児
の入場不可■申＆■場＆■問神戸女学院大
学音楽学部アウトリーチ・センター（☎
51-8584　 火 ～ 金 曜 日 10 時 ～ 15
時）
●オータムコンサートVol.4
10月17日（土）14時～。一般2500
円、学生1000円。■場＆■問西宮市プレ
ラホール（☎64-9485）
●Poco a Poco Wind Ensemble創
団30周年記念演奏会～第27回定期
演奏会　10月17日（土）17時30分
～■場アミティ・ベイコムホール。無料。
■問 同 実 行 委 員 会（☎ 090-2063-
4634　 坂 本 ／ teien@pocoapo.
com）

増、高校生以下と障害者手帳を提示の
方は無料（要証明）。■場 ＆■問 同館（☎
078-391-0035）
●LALALAにしきたミュージシャンコ
ンテスト公開予選コンサート　９月13
日（日）14時～（予定）。無料。■場＆■問
西宮市プレラホール（☎64-9485）
●第22回アンサンブル・フェスティバ
ル兵庫 2026　９月 13 日（日）15 時
～■場芸術文化センター。無料。要整理
券。■問 同実行委員会（☎ 078-367-
3560　森山）
●フォトくすのき写真展　９月15日

（火）～ 20日（日）10時～ 17時※最
終日は16時まで■場北口ギャラリー。無
料。 ■問 同 会（☎ 090-1909-3011　
鈴森）
●都山流尺八楽演奏会　９月 19 日

（土）12時～■場 西宮市プレラホール。
無 料。■問 同 会（☎ 078-219-3288　
嶺山）
●NPOメインストリーム協会秋まつり　
９月20日（日）16時～ 20時。■場＆■問
同会（☎66-5122）
●西宮フィルハーモニーバンド　第24
回定期演奏会　９月20日（日）14時
～■場アミティ・ベイコムホール。無料。
■問同団（☎090-8468-9801　中村）
●フォートワースジャンボリ2026最
終回　９月21日（月・祝）14時～■場ア
ミティ・ベイコムホール。3800円※当
日は 700 円増。■問 同実行委員会（☎
73-2395　福原）
●第70回西宮美術協会展　９月22日

（火・休）～ 27 日（日）10 時～ 17 時
※最終日は16時まで■場西宮市民ギャ
ラリー。無料。■問 同会（☎0795-42-
8408　初田）
●会場みんなで大合唱会「ハーモニー
ガーデンミニ2026」　９月23日（水・
祝）13 時～■場 甲東ホール。1000 円、

●ひまわり会　第65回ピアノコンサー
ト　10月17日（土）17時～■場芸術文
化センター。無料。■問 同会（☎ 080-
6122-5488　井田）
●第４回西宮アロマ展　10 月 18 日

（日）10時～ 16時■場西宮商工会館。入
場無料※各ブースでの体験料などは別
途有料。■問西宮アロマ倶楽部（☎090-
1899-4167　松本）
●高須ジャズオーケストラ　第12回
定期演奏会　10月18日（日）14時～
■場甲東ホール。無料。■問同団（☎48-
2850　細田）
●第40回こでまり刺繍展　10月29
日（木）～ 11 月１日（日）10 時～ 16
時■場北口ギャラリー。無料■問同会（☎
64-8786　戸田）
●西宮市吹奏学会おいぼれバンド第５
回不定期演奏会　10月31日（土）14
時～■場アミティ・ベイコムホール。無料。
■問同団（☎090-9209-1872　酒井）
●Lilas Trio Concert vol.2　11月７
日（土）14 時～■場 ピッコロシアター。
2000 円。■問 リ ラ ト リ オ（☎ 090-
7752-2036　中川）

まなぶ （講座・講習）
●救急講習会　普通救命講習（心肺蘇
生法・AEDの取り扱い方・応急手当の
方法などについて３時間）①10月４日

（日）９時30分～②10月４日（日）14時
～。普通救命講習（e-ラーニング：心肺
蘇生法・AEDの取り扱い方・応急手当
の方法などの実技部分について２時間）
③９月16日（水）10時30分～④10月
７日（水）10 時 30 分 ～ ⑤11月11日

（水）10時30分～。■場市・消防局。定員
各30人。■申受付は開催日の１カ月前か
ら講習実施日の５日前までに市・ホーム
ページより■問市・消防局救急課（☎32-
7319）
●関西学院大学後期K.G.ライフワーク
スクール「染織史探訪－歴史のなかの
染織品－」　11月６日（金）～ 12月11

日（金）13時30分～ 15時（全６回）■場
同大西宮上ケ原キャンパス。15,300円

（卒 業 生14,000円）。定 員 30 人。■申
10月16日（金）までに同大ホームページ

「K.G.ライフワークスクール」専用サイト
へ。■問同大教務機構共通教育センター

（☎54-6180）
●神戸女学院めぐみ会　めぐみ講演会

「舞踊が私たちに教えてくれること」（講
師：島 㟢 徹 氏）10 月13日（火）13 時
30分～ 15時■場神戸女学院めぐみ会館。
一般1500円、学生無料。■問同会事務局

（☎51-3545　月～金曜日／９時～
16時）
●ゲートキーパー養成講座　悩みの聴
き方レッスン①10月22日（木）②11
月16日（月）③12月18日（金）実践編

（悩みの聴き方レッスンを受講した人対
象）④令和9年１月15日（金）。■場①④
西宮市役所池田庁舎②北口保健福祉セ
ンター③塩瀬公民館。■申 ①10月7日

（水）まで②10月30日（金）まで③12
月4日（金）まで④１月８日（金）まで。い
ずれも14時～ 16時30分。９月10日

（木）から申し込み開始。定員40人（先
着順）。対象は西宮市在住・在勤・在学
の人。無料。■問ゲートキーパー支援セン
ター（☎06-6415-8829　木曜日を
除く平日10時～ 15時）
●遺言書セミナー「今話題のデジタル
遺言」　10月17日（土）14時～■場高須
公民館。無料。■問阪神相続支援センター

（☎0797-20-4377　白須賀）
●仁明会精神衛生研究所こころのコミュ
ニティ「治る認知症を理解して適切な
治療を受けよう！」　11月５日（木）14
時～。無料。■場＆■問仁明会地域精神医
療センター（☎75-1333）
●神戸女学院めぐみ会公開講座「極北
の氷と大地が育んだイヌイット・アート：
石彫と版画の世界」（講師：岸上伸啓氏）
11月17日（火）13時30分～ 15時■場
神戸女学院めぐみ会館。無料。■申 11月
10日（火）までに要申し込み。■問同会事
務局（☎51-3545）

つのる （募集）
●混声合唱団コロコロリート入団員募
集　アマチュア混声合唱団です。月２回
土曜日の18時～ 20時■場西宮公民館で
活動中。詳細はホームページ（https://
coro-colorito.com）参 照。■問 同 団（☎
090-6248-7656※留守電登録／
coro-colorito2007@gmail.com）

し　る （お知らせ）
●いのちとこころ関連図書展示フェア　
９月４日（金）～９月30日（水）の図書館
開館日。火～金曜日：９時～ 20時、土・
日曜日・祝日・休日：９時～ 18時■場北
口図書館。「いのちとこころ」に関する書
籍の展示と貸し出し、自殺の現状に関す
るパネル展示、関連ポスター展示など。
無料。■問市・健康増進課（☎33-2431）

※�11・12月号に掲載希望の情報は、9月20日（日）までに郵送、またはファックスで巻末の西宮コミュニティ協会へ。開催日、申込期限が11月10日以降のものが掲載対象となります。な
お、掲載基準や誌面スペースの都合などにより、掲載できない場合があります。掲載の可否、ならびにその理由等については一切お答えできません。ご了承ください

紫式部像 土佐光起筆 江戸時代・
17世紀 滋賀・石山寺蔵（前期展示）

トーベ・ヤンソン「ムーミンたちとの自画像」
1952年 インク、紙 ムーミンキャラクター
ズコレクション ©Moomin CharactersTM

　左ページで マークのついて
いる催しの招待券をプレゼントします。

① 京都国立博物館　特別展「源氏物
語　王朝のかがやき」（５組10人）

② 神戸市立博物館　「トーベとムーミ
ン展～とっておきのものを探しに
～」（２組４人）

③ オータムコンサートVol.4（５組10
人）

　はがきに、希望チケット・住所・氏
名・年齢・『宮っ子』の感想を記入の上、
９月20日（日）までに巻末の西宮コミ
ュニティ協会へ（個人情報は他の目的
には使用しません。感想
を誌上で紹介することが
あります。匿名希望の人
は書き添えてください）。

※P22、23の情報は令和８年７月末時点の
ものです。諸事情により、予告なく中止、変更
される場合もあります。ご了承ください。詳し
くは各団体などにお問い合わせください
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市外局番を明記していないものは（0798）。詳細は各問い合わせ先に問い合わせてください

＝会場 ＝申し込み ＝問い合わせ

23 22

たのしむ （催し）
●京都国立博物館　特別展「源氏物語　
王朝のかがやき」　

前期：10月６日
（火）～ 11月１
日（日）後 期：
11月３日（火・
祝）～ 11月29
日（日）９時 ～
17 時 30 分 ※
金曜日は20時
まで。入館は各
閉館の30分前
まで。月曜日休
館 ※ た だし祝
日の場合は開
館し、翌火曜日

休館。一般2000円、大学生1000円、
高校生500円※当日は各200円増。
中学生以下無料、障害者手帳等をご提
示の方とその介護者1名は無料（要証
明）。■場＆■問同館（☎075-525-2473　
テレホンサービス）
●神戸市立博物館　「トーベとムーミン

展～とってお
き の も の を
探 し に ～」　

10 月 10 日
（土）～ 12月
13日（日）９
時 30 分 ～
17 時 30 分
※ 金・ 土 曜
日は20時ま
で。入場は閉

館の30分前まで。月曜日※ただし、月
曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日
休館。一般2000円※当日は200円
増、大学生1000円※当日は100円

高校生以下無料。全席自由。■問 MUSIC 
BEANSハーモニーラボ（☎98-2785）
●関西ポップスオーケストラ・コンサー
ト　９月26日（土）14時～■場鳴尾公民
館。無 料。■問 同 団（☎ 080-5368-
9531　岡崎）
●第54回西宮市芸術祭 Classic コン
サート in プレラ　10月３日（土）14
時から■場 西宮市プレラホール。一般
1000円。全席自由。未就学児の入場
不可。■問西宮市文化振興財団（☎33-
3146　火曜日を除く９時～ 17時30
分）
●西宮日本画協会　秋の小品展　10
月3日（土）～ 11日（日）※５日を除く、
11時～ 18時※最終日は16時まで■場
ギャラリーねうねう。無料。■問同会（☎
63-7028　遠藤）
●第69回西宮混声合唱団定期演奏会　
10月４日（日）14時～■場アミティ・ベ
イコムホール。1000円。全席自由。■問
同団（☎0797-32-5396　松本）
●全日本あすなろ腹話術協会　腹話術
発表会　10月４日（日）13時30分～
■場西宮市フレンテホール。無料。■問同会

（☎090-4156-4076　阪本）
●スペシャル・コンサート～音楽と絵
本のおくりもの～　10月17日（土）
14時～。大人1500円、子ども（３～
17歳以下）500円。３歳未満の乳幼児
の入場不可■申＆■場＆■問神戸女学院大
学音楽学部アウトリーチ・センター（☎
51-8584　 火 ～ 金 曜 日 10 時 ～ 15
時）
●オータムコンサートVol.4
10月17日（土）14時～。一般2500
円、学生1000円。■場＆■問西宮市プレ
ラホール（☎64-9485）
●Poco a Poco Wind Ensemble創
団30周年記念演奏会～第27回定期
演奏会　10月17日（土）17時30分
～■場アミティ・ベイコムホール。無料。
■問 同 実 行 委 員 会（☎ 090-2063-
4634　 坂 本 ／ teien@pocoapo.
com）

増、高校生以下と障害者手帳を提示の
方は無料（要証明）。■場 ＆■問 同館（☎
078-391-0035）
●LALALAにしきたミュージシャンコ
ンテスト公開予選コンサート　９月13
日（日）14時～（予定）。無料。■場＆■問
西宮市プレラホール（☎64-9485）
●第22回アンサンブル・フェスティバ
ル兵庫 2026　９月 13 日（日）15 時
～■場芸術文化センター。無料。要整理
券。■問 同実行委員会（☎ 078-367-
3560　森山）
●フォトくすのき写真展　９月15日

（火）～ 20日（日）10時～ 17時※最
終日は16時まで■場北口ギャラリー。無
料。 ■問 同 会（☎ 090-1909-3011　
鈴森）
●都山流尺八楽演奏会　９月 19 日

（土）12時～■場 西宮市プレラホール。
無 料。■問 同 会（☎ 078-219-3288　
嶺山）
●NPOメインストリーム協会秋まつり　
９月20日（日）16時～ 20時。■場＆■問
同会（☎66-5122）
●西宮フィルハーモニーバンド　第24
回定期演奏会　９月20日（日）14時
～■場アミティ・ベイコムホール。無料。
■問同団（☎090-8468-9801　中村）
●フォートワースジャンボリ2026最
終回　９月21日（月・祝）14時～■場ア
ミティ・ベイコムホール。3800円※当
日は 700 円増。■問 同実行委員会（☎
73-2395　福原）
●第70回西宮美術協会展　９月22日

（火・休）～ 27 日（日）10 時～ 17 時
※最終日は16時まで■場西宮市民ギャ
ラリー。無料。■問 同会（☎0795-42-
8408　初田）
●会場みんなで大合唱会「ハーモニー
ガーデンミニ2026」　９月23日（水・
祝）13 時～■場 甲東ホール。1000 円、

●ひまわり会　第65回ピアノコンサー
ト　10月17日（土）17時～■場芸術文
化センター。無料。■問 同会（☎ 080-
6122-5488　井田）
●第４回西宮アロマ展　10 月 18 日

（日）10時～ 16時■場西宮商工会館。入
場無料※各ブースでの体験料などは別
途有料。■問西宮アロマ倶楽部（☎090-
1899-4167　松本）
●高須ジャズオーケストラ　第12回
定期演奏会　10月18日（日）14時～
■場甲東ホール。無料。■問同団（☎48-
2850　細田）
●第40回こでまり刺繍展　10月29
日（木）～ 11 月１日（日）10 時～ 16
時■場北口ギャラリー。無料■問同会（☎
64-8786　戸田）
●西宮市吹奏学会おいぼれバンド第５
回不定期演奏会　10月31日（土）14
時～■場アミティ・ベイコムホール。無料。
■問同団（☎090-9209-1872　酒井）
●Lilas Trio Concert vol.2　11月７
日（土）14 時～■場 ピッコロシアター。
2000 円。■問 リ ラ ト リ オ（☎ 090-
7752-2036　中川）

まなぶ （講座・講習）
●救急講習会　普通救命講習（心肺蘇
生法・AEDの取り扱い方・応急手当の
方法などについて３時間）①10月４日

（日）９時30分～②10月４日（日）14時
～。普通救命講習（e-ラーニング：心肺
蘇生法・AEDの取り扱い方・応急手当
の方法などの実技部分について２時間）
③９月16日（水）10時30分～④10月
７日（水）10 時 30 分 ～ ⑤11月11日

（水）10時30分～。■場市・消防局。定員
各30人。■申受付は開催日の１カ月前か
ら講習実施日の５日前までに市・ホーム
ページより■問市・消防局救急課（☎32-
7319）
●関西学院大学後期K.G.ライフワーク
スクール「染織史探訪－歴史のなかの
染織品－」　11月６日（金）～ 12月11

日（金）13時30分～ 15時（全６回）■場
同大西宮上ケ原キャンパス。15,300円

（卒 業 生14,000円）。定 員 30 人。■申
10月16日（金）までに同大ホームページ

「K.G.ライフワークスクール」専用サイト
へ。■問同大教務機構共通教育センター

（☎54-6180）
●神戸女学院めぐみ会　めぐみ講演会

「舞踊が私たちに教えてくれること」（講
師：島 㟢 徹 氏）10 月13日（火）13 時
30分～ 15時■場神戸女学院めぐみ会館。
一般1500円、学生無料。■問同会事務局

（☎51-3545　月～金曜日／９時～
16時）
●ゲートキーパー養成講座　悩みの聴
き方レッスン①10月22日（木）②11
月16日（月）③12月18日（金）実践編

（悩みの聴き方レッスンを受講した人対
象）④令和9年１月15日（金）。■場①④
西宮市役所池田庁舎②北口保健福祉セ
ンター③塩瀬公民館。■申 ①10月7日

（水）まで②10月30日（金）まで③12
月4日（金）まで④１月８日（金）まで。い
ずれも14時～ 16時30分。９月10日

（木）から申し込み開始。定員40人（先
着順）。対象は西宮市在住・在勤・在学
の人。無料。■問ゲートキーパー支援セン
ター（☎06-6415-8829　木曜日を
除く平日10時～ 15時）
●遺言書セミナー「今話題のデジタル
遺言」　10月17日（土）14時～■場高須
公民館。無料。■問阪神相続支援センター

（☎0797-20-4377　白須賀）
●仁明会精神衛生研究所こころのコミュ
ニティ「治る認知症を理解して適切な
治療を受けよう！」　11月５日（木）14
時～。無料。■場＆■問仁明会地域精神医
療センター（☎75-1333）
●神戸女学院めぐみ会公開講座「極北
の氷と大地が育んだイヌイット・アート：
石彫と版画の世界」（講師：岸上伸啓氏）
11月17日（火）13時30分～ 15時■場
神戸女学院めぐみ会館。無料。■申 11月
10日（火）までに要申し込み。■問同会事
務局（☎51-3545）

つのる （募集）
●混声合唱団コロコロリート入団員募
集　アマチュア混声合唱団です。月２回
土曜日の18時～ 20時■場西宮公民館で
活動中。詳細はホームページ（https://
coro-colorito.com）参 照。■問 同 団（☎
090-6248-7656※留守電登録／
coro-colorito2007@gmail.com）

し　る （お知らせ）
●いのちとこころ関連図書展示フェア　
９月４日（金）～９月30日（水）の図書館
開館日。火～金曜日：９時～ 20時、土・
日曜日・祝日・休日：９時～ 18時■場北
口図書館。「いのちとこころ」に関する書
籍の展示と貸し出し、自殺の現状に関す
るパネル展示、関連ポスター展示など。
無料。■問市・健康増進課（☎33-2431）

※�11・12月号に掲載希望の情報は、9月20日（日）までに郵送、またはファックスで巻末の西宮コミュニティ協会へ。開催日、申込期限が11月10日以降のものが掲載対象となります。な
お、掲載基準や誌面スペースの都合などにより、掲載できない場合があります。掲載の可否、ならびにその理由等については一切お答えできません。ご了承ください

紫式部像 土佐光起筆 江戸時代・
17世紀 滋賀・石山寺蔵（前期展示）

トーベ・ヤンソン「ムーミンたちとの自画像」
1952年 インク、紙 ムーミンキャラクター
ズコレクション ©Moomin CharactersTM

　左ページで マークのついて
いる催しの招待券をプレゼントします。

① 京都国立博物館　特別展「源氏物
語　王朝のかがやき」（５組10人）

② 神戸市立博物館　「トーベとムーミ
ン展～とっておきのものを探しに
～」（２組４人）

③ オータムコンサートVol.4（５組10
人）

　はがきに、希望チケット・住所・氏
名・年齢・『宮っ子』の感想を記入の上、
９月20日（日）までに巻末の西宮コミ
ュニティ協会へ（個人情報は他の目的
には使用しません。感想
を誌上で紹介することが
あります。匿名希望の人
は書き添えてください）。

※P22、23の情報は令和８年７月末時点の
ものです。諸事情により、予告なく中止、変更
される場合もあります。ご了承ください。詳し
くは各団体などにお問い合わせください

ホームページに訪問者はいるのに
問い合わせにつながらない

設置簡単！　24時間対応！
あなたの会社のホームページにAIチャットボットをつけませんか？
無料相談受付中！ お気軽にご連絡ください

中小企業の「もったいない」をAIで解決！
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■編集・発行／西宮コミュニティ協会
　〒662‒8567 西宮市六湛寺町１０‒３ 市庁舎７階地域コミュニティ推進課内
　☎０７９８‒３５‒３４58　FAX ０７９８‒３６‒２８８２
　https://miyakko‒nishi.com

■表紙題材／株式会社今竹
■編集協力／株式会社小西印刷所　 ■印刷／株式会社小西印刷所
■全市共通版広告の申し込み・問い合わせ／株式会社小西印刷所 本社営業 梅田
　☎０７９８‒27‒7731  FAX 050‒3852‒5485  https://www.konishi‒p.co.jp/

■『宮っ子』は企画、 編集、 配布を市民ボランティアで行っている地域情報誌です。 各支所・市民サービス
　センターで配布しています。 過去のバックナンバーはインターネットから閲覧可能です。 宮っ子　検索 検 索

特別合同相談所の開設特別合同相談所の開設
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　今年は12月5日（土）に開催を予定しています。
詳細は、『宮っ子』11・12月号でお知らせします。
お楽しみに！
問い合わせ：西宮コミュニティ協会
 　　　　　（市・地域コミュニティ推進課内）

　行政機関や弁護士、司法書士、税理士などが、登記
や税金、年金、相続、公正証書などの身近な困りごとに
ついて相談に応じます。相談無料。予約不要（先着順）。

問い合わせ：市・市民相談課

日時：10月６日（火）
　　　13～16時まで
　　　　※受付は15時30分まで

場所：西宮市役所第二庁舎６階
　　  ６０１会議室

第30回「宮っ子ウォーキング」
　　　　　　　　  　“わがまちを知る”
第30回「宮っ子ウォーキング」
　　　　　　　　  　“わがまちを知る”

第51回 にしのみや市民祭り

議会体感ツアー

開催日 ：10月24日（土）
会   場 ： 市役所本庁舎周辺

開催日 ：10月24日（土）
会   場 ： 市役所本庁舎周辺

0798-35-3458

0798-35-3100

11：00～17：00

パフォーマンス in 西宮 ロードステージ

みやたんイベント

各種ブース・バザール

KAMIKO Symphonic & Marching Band
（上甲子園中学校吹奏楽部）

西宮くじ

消防体験コーナー

更生保護団体の活動紹介、Paix2
（ペペ）女性デュオ・県立西宮高校吹
奏楽部の演奏

西宮市プレラホール
９月26日（土）13時30分～15時45分

西宮市保護司会事務局
（☎35-3471　市・人権平和推進課内）

問い合わせ

日　　　時

場　　　所

内　　　容

問い合わせ：にしのみや市民祭り協議会  
　 0798-35-3458（市・地域コミュニティ推進課内）

●イベントの詳細は、随時ホームページでお知らせします
●会場周辺の道路は交通規制が予定されています
●会場に駐車場はありません。また、駐輪場の台数は限りが
ありますので、公共交通機関などをご利用ください

他

○5·6月号「写真でつづる西宮の歴史·風景」の記事には、
　生瀬地域以外の場所も含まれています。
○7·8月号「写真でつづる西宮の歴史·風景」3ページ左下小見出し
　誤：「城山」辺り　正：南郷町辺り
　※写真の南郷山公園は南郷町にあります
○7·8月号マイタウントピックス・用海のタイトル
　誤:健康寿命に関心　正:みんな遊びにきてね!

おわびと訂正

社会を明るくするフェスタ

「音楽でつながる希望の明日」「音楽でつながる希望の明日」

入場無料入場無料
定員250人
（先着順）
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0120-24-9431通話料
無　料

詳しい資料をお送りいたします。 まずはお気軽にお電話で！

スマホでも
簡単アクセス西宮市民共済生活協同組合

ホームページもご利用ください 西宮市民共済 検 索

募集
代理店（有）西宮協同サービス

営業時間
（土曜日は17：00まで 日曜日・祝日休業）

〒662-0914 西宮市本町5番33号

9：00～17：30

火 災 保 険

風災、水災、火災、破損等、盗難・水濡れ等

地 震 保 険

地震による倒壊、火災、津波による流失

地震保険は火災保険とセットでのご加入となります。

お見積り無料
詳しくは、「パンフレット」「契約概要」等をご請求のうえご覧ください。

※組合員になって頂くには、100円の出資金が必要です。

（有）西宮協同サービスからのご案内

見直すなら今！！

※詳しくは、商品パンフレットをご覧ください。

入ってますか？

プラス

交 通 共 済 個人賠償責任補償

1,000円年額

自転車のケガも補償　年齢制限なし 相手の方への補償も
追加でご加入になれます。
例：自転車で相手の方にケガを
させてしまった  など

●交通事故にあった ●人にケガをさせた

自転車保険

※別途保険料が必要です

台風など自然災害による被害補償をご検討の方へ

火災保険
集団扱で保険料が

割安
西宮市民共済の
組合員さまなら

初　校
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高木秋まつりのおみこし巡行
今月の表紙〈北口地域〉
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